日本史プリント02　　旧石器時代（解答編）
●大昔の日本

01：大昔、日本が大陸と陸つづきだった頃の時代を（旧石器）時代と呼びます。
02：この時代の人々は、（マンモス）・（ナウマン象）・（おおつのじか）といった大型の動物

　　と一緒に暮らしていました。

03：この時代は、まだ土器が作られていなかったため、（先土器）時代、または（無土器）

　　時代と呼ばれることもあります。

04：旧石器時代に使われていた道具は、石を打ちくだいて作った簡単なものだったので、

　 （打製）石器、または（旧）石器と呼ばれています。

05：それに対し、次の時代になると、石をみがいて作った（磨製）石器が作られるように

　　なります。

●旧石器時代の遺跡

06：日本で最初に発見された旧石器時代の遺跡は、（群馬）県の（岩宿遺跡）です。これに

　　より、旧石器時代にも、今の日本に人々が生活していたことが証明されました。

07：この遺跡は、（関東ローム）層から発見されました。

08：この遺跡を発見したのは、（相沢忠洋）という人です。

09：彼は、（黒曜石）でできた打製石器を発見したのです。

10：旧石器時代のもう１つの有名な遺跡は、（長野）県（野尻）湖の遺跡です。

11：この遺跡からは、（ナウマン象）の化石に混じって打製石器が発見されました。
●旧石器時代の終わり

12：しかし、今から（１万）年前、氷河が溶けて海面が上昇し、今の形の日本列島ができ

　　て、新しい時代が始まりました。これが、（縄文）時代です。
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